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◀QRコードを
　読み取ってぜひ、
　友だち登録を！

労働組合LINE 公式アカウント
ホームページ更新情報をいち早くお知らせします！
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～日野自動車の今を伝える～  2025年10月15日（水） 

(※)他3つのテーマ「羽村新会社の進捗」「多様な人材活躍に向けた取り組み課題」「従業員
サイト（マイページ）開設」およびその他詳細は労使対話会報告書をご確認ください

１ ．経営統合の進捗　※詳細は労使対話会報告書をご確認ください

組合員の皆さんが心配になっていることや気になっていることについて、労働組合が
事前に拾い上げた組合員からの声に答える

◆早川中央執行委員長
・三菱ふそうとの経営統合及び羽村工場のトヨタ移管に向け
着々と準備が進んでおり、特に羽村工場のトヨタ移管では
一人ひとりの気持ちに寄り添った対応を頂き、組合員を始
め羽村工場で働く従業員の大きな混乱はなく落ち着いた心
境になりつつあると感じる
・一方で、移管プロジェクト業務を担う人材がどうしても限
られる中、今の目標レベルが本当に現実的なのか、仕事が
偏りすぎてないか、あるいは他の課題を止める・遅らせる
ことが十分に出来ているのかという意見が出始めている
・予定通りにプロジェクトを完遂することが必要で、その為
に一人ひとりが目標に向かって一生懸命汗をかくのは絶対
に必要である。しかし人というリソースは有限であるた
め、目標レベルをもう少し現実的にして場合によっては止
める・遅らせる・期待の許容レベルを下げるといった判断
をしないと立ち行かなくなる
・「このままでは過去に逆戻りしないか」といった心配する
声が聞こえてくるのは事実であり、エンジン認証不正が起
こった責任は、労働組合が経営のカウンターパートとして
警鐘を鳴らしきれなかったことも大いに反省して今に至っ
ているので、過去からの思いもあっての発言と受け止めて
頂けるとありがたい

◆早川中央執行委員長
・他のステークホルダーの期待に応えられない状況が続く中
で、賃金においては２年連続で満額回答をいただいている。
「人への投資」を頂いている以上は、投資を回収できたと
感じて頂けるよう仕事と成果で返していかなければならない
・各業界・各社も基礎賃金を引き上げているものの、物価上
昇の勢いが勝り、生活が豊かにならない状況。自動車業界
ではトランプ関税の影響もあり今期末を減益予想している
企業も多いが、そういった中でもものづくり産業の人材離
れを加味し、今後も賃上げ競争および人への投資の競争が
続くと思われる。そのため「足元の経営環境」と「将来に
わたっての中長期的な正しい判断」をバランスよく判断し
ていくことが大切であり、それが「働く人に選ばれる会社
づくり」につながるという共通認識を持ってこれからも議
論したい
・いずれにしても、樹に例えた場合の「幹」をしっかり伝え
ることが重要。本件で言えば、手当が増えた/減ったとい
う「枝葉」だけが伝わると「働く人に選ばれる会社」から
は遠ざかる印象を与えてしまう。「何故見直すのか」とい
う根幹の部分・思いを組合としても組合員に伝えていく

●小木曽社長

２ ．手当・諸制度見直し　※詳細は労使対話会報告書をご確認ください

・「人材を大切にする」という考えの中で給与のベースである基礎賃金を見ると、若
い人材を中心とした基礎賃金が他社に比べ見劣りしており、まずは自動車業界の中
位レベルまで基礎賃金を引き上げたいと思っている。そのため、これまで以上に人
材への投資を行う必要があるが、投入できる資源には限界があるため、どのように
配分するとより魅力的になるかを考え実行する必要がある

●小木曽社長

＜見直しの背景＞
・持続的成長を目指し人材を確保し続けるため、厳しい経営環境化でも社内外から
選ばれる会社になる必要がある

＜労使で合意したこと＞
・自動車業界中位レベルの基礎賃金を目指す。労務費を増やすだけでは経営を圧迫す
るため、総額労務費の中で諸制度・手当を含む再配分が必要であると労使共通で理
解した
・見直した結果で発生する原資はベースアップに充当することを労使合意し、先行し
てベースアップをしている
＜基礎賃金を引き上げるメリット＞
・基礎賃金は毎月の生活設計の基盤であり、時間外勤務手当や賞与計算のベースにも
なる
＜見直しの方向性＞
・日野自動車はOEMメーカーの中で基礎賃金だけを見ると他社より相対的に低い。
一方で、親族手当支給額は業界トップレベル

・中期的なスパンで業界中位レベルの基礎賃金を目指すことを労使共通認識としてお
り、手当・諸制度の見直しが不可避である

＜手当・諸制度の考え方と今後のスケジュール＞
・25年12月から順次新制度へ移行していく

●第1人事部　岡田部長

労使対話会開催

組合員の声

・新会社の経営体制がCEO・CFOどちらも三
菱ふそうの方で、組合員からは「ダイムラ
ー側の意向が強く反映され、対等な統合で
ないのでは」との不安の声が挙がっている

・「統合プラットフォーム戦略」について、
『選択と集中』が伴うものと推察され、長
年培ってきた自分たちの製品や技術がどう
なるのかとの不安の声が上がっている

・新しい社名「アーチオン」は、どのような
議論を経て決定されたのか、そのプロセス
や背景にある思いを教えて頂きたい

・新会社であるアーチオンは、持ち株会社として事業会社を
適切に回していく為に、適材適所の検討をした結果として
今回の形になった
・今回の任用でCEOとCFOのポストが今後も三菱ふそうおよ
びダイムラートラック側の人材だけが担うということは全
くなく、今後よりオープンに評価して実績や能力で選ばれ
ることになると思っている

・私たちの経営統合は「人をとても大切にして競争力を上げ
る」ことが念頭にあり、他社事例のように人をバッサリ切
るようなことは無い
・ふそうの中津工場の方は川崎工場や関係会社で活躍して頂
けるようにするなど、丁寧な対応を進めている

・会社が将来生きていくために必要なことは進化を続け、
競争力を上げ、世の中のニーズに応えること。その為には
人材育成が重要であり、より力を入れて取り組もうとして
いる

・1年半ほど前に皆さんに社名を公募し、その結果を大切にし
ながらデッペンさんや私も入り、事務局とよく分析した。
商標の可否や世の中のトレンドを把握すべく専門的な会社
の力も借り検討を行った。最後は両社の様々な部門から10
名ほど集まり意見を集約し、その中で一番良い名前である
「アーチオン」に決定した。このような沢山のプロセスを
経て社名を決定したことを是非知って頂きたい

・三菱ふそうの中津工場閉鎖を始め、従業員
の生活に大きな影響を及ぼす工場間の人員
再配置について不安の声が挙がっている

回答（小木曽社長）

「経営統合の進捗」「手当・諸制度見直し」をテーマ（※）に労使対話会を開催！
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組合員意識調査へのご協力ありがとうございました。
意識調査を通じて皆さんからいただいた「職場の声」は、
より良い会社にしていくために、労使での議論に活用します！

１１月１７日（月）より、労働組合羽村支部は下記へ移転いたします。
ご利用の際はお間違えのないようご注意ください。

内線TEL：（８２）２７１０　※変更なし
外線TEL：０８０－５９８９－３６４３（固定電話廃止）
F A X：廃止

【ご利用方法】
上記チラシに掲載の「ご優待利用方法」に従い、QRコードを読み込みご利用ください。

【ログイン情報】
ID・パスワードは、労働組合各支部に置いているチラシにてご確認ください。

＜労働組合羽村支部所在地・地図＞

羽村支部移転のお知らせ

事務本館4階
羽村支部


